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　今年度は本研究の締めくくりとして、日本の新規航空会社の経営について関係者からの聞き取
りに基づいて実情の把握に努めた。そして、今後の生き残りの可能性、ならびに発展の可能性に
つき、考察を行った。聞き取りは主に既存の航空会社の現社員から行った。文献研究では決して
得られない成果が得られたものと考える。この結果にっいては2007年夏の段階で公刊する予定で
ある。
　その内容をまとめれば次のようになる。日本の新規航空会社の弱みはその会社独自のものと社
会的な環境に基づくものの2つに大別される。
　会社独自のものとしては、そもそも経営のオリジナリティに乏しいということがある。たとえ
航空業界に事前に精通していなくても、それを克服するだけのオリジナリティを発揮する人材に
欠けていたことが、新規航空会社が苦戦する大きな要因の一っとなっているといっていいだろう。
また、そうであるがゆえに、資金提供者も現れてないという悪循環構造に至っている。その結果、
事業規模も限られ、規模の経済性が大きく物を言う航空業界において、優位性を確保できないこ
とにつながっている。
　こうした事情を既存の航空会社はうまく活用しようとしている。近い将来、新規航空会社の存
在は継続しつつも、その実質は既存の航空会社の｛鬼儲と化し、市場の寡占化が実質的に強化され
ることになるだろう。
　社会的な環境としては、何よりもドル箱である羽田空港の発着枠の供給制約と、地方経済の弱
さが挙げられる。本来、新規航空会社が機動的に路線を展開していくためには、地方経済が総体
的に健全であることが重要な要件となる。なぜなら、航空需要は経済動向に深く関わっているか
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らである。東京への経済の一極集中構造を解消し、地方経済をいかに健全な形で復興させるかが、
航空政策の観点からも大いに重要な改善のための鍵となってくる。また、羽田空港の発着枠の供
給制約は、2010年には解消される見込みとなったが、この大幅拡張に、新規航空会社の投資能力
がついていけるかどうかが危惧されるところである。無理に事業を拡大させることによって、か
えってリスクを背負いかねないのではないかと考えられる。今後の動向が注目されるところであ
る。
　今後は、今回得られた成果をもとに、さらにアジア地域の格安航空会社との比較検討を行って
いきたいと考える。なぜならば、当該地域の格安航空会社の現状は、現在に至るまでの航空市場
のあり方を考える上で、重大な示唆を与えてくれるものと考えるからである。
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